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Print13概要

Print13 概要

Print13概要

Print13のテーマ： Innovate. Integrate. Communicate（革新、統合、伝達）

・展示会の規模:
展示会場： マコーミックプレイスSouth Hallのみ。
出展社数： 661社出展社数 社
来場者数： 24,695人
開催期間： 9月8日―12日（5日間）
（Print2009の実績は出展社数680社、来場者数28,678人でSouthとNorthの2ホール
を使用）

・展示会の前日（7日）から11日までの5日間に70以上のセミナーが開催され、Printに来
る目的が展示会だけでなくセミナー参加も一つの重要な目的となってきている。

・Print13として、新しい取り組みとしてCPP（Converting ＆ Package Printing Expo）と
時開催 かパビ オ と呼ばれる特別 ごと 出展社を集めた を同時開催。このほかパビリオンと呼ばれる特別のテーマごとの出展社を集めたエリアを

設けている。
エリアとしてはGreen Space, Photo Imaging, Wide Format, Marketing Pavilion, 
N P i t D li Sid li Ed ti M i St t P /S ft /D i とNews Print, Deliver, Sidelines, Education Main Street, Prepress/Software/Designと
いったテーマに分かれる。
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Japan Federation of Printing IndustriesPrint13 概要

・出展規模ではデジタル系が大きな面積を占める

ブース規模の順はゼロックス（１）、キャノン（２）、富士フイルム（３）、コニカミノ
ルタ（３） HP（５） スタンダ ド フ シング（ホリゾン フンケラ 代理店）（６）ルタ（３）、HP（５）、スタンダード・フィニッシング（ホリゾン、フンケラー代理店）（６）、
リコー（６）、EFI（８）、小森（９）。 それに続くグループはBell & Howell, Müller 
Martini, Pitney Bowes, Epson, KBA, Xeikon, Duplo, Kernで、後加工やメーリン

グのシステムメ カ が多か た デジタルの普及でバリアブルのＤＭやオンデマグのシステムメーカーが多かった。 デジタルの普及でバリアブルのＤＭやオンデマ
ンドの書籍などのニーズが増えている模様。

・印刷機メーカーで実機で稼働デモを行ったのは小森のみ・印刷機メーカーで実機で稼働デモを行ったのは小森のみ
出展企業としてはKBA、manroland web、Goss、三菱、東京機械、Presstekな

どがあったが、Presstekが機械展示したほかはパネル展示のみ。
Print2009ではハイデルベルグ KBA 小森 リョービ Presstekの各社が３台の印Print2009ではハイデルベルグ、KBA、小森、リョ ビ、Presstekの各社が３台の印
刷機を展示、桜井、三菱、シノハラが各１台、ブースのみの出展はmanrolandとアキ
ヤマと数多くの印刷機が出展されていた。

・大手の出展取りやめ
大手で出展しなかったのはハイデルベルグ、コダック、Agfa、スクリーン、リョー

ビ、宮腰など。 （IPEX2014に出展しない予定の大手は、Ａｇｆａ、キャノン、ＨＰ、リｇ
コー、ゼロックス、コダック、ハイデル、小森など）
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Japan Federation of Printing Industries注目の製品（Must See’ems)

２０１３年のPrint13 Must See ‘ems（注目の製品）に１１分野から４９製品が選ばれ、
そのうちの１２製品が部門優秀賞に選ばれた。

１．Sales & Order Entry
Hybrid Software Facelift:  受発注や進行管理を行うソフトウェア。他社のＷ２ＰやＭ

ＩＳソフトとの連携が可能。携

2. Prepress and Premedia
Enfocus Connect ALL： 顧客の入稿データの不備

がないかを確認し、印刷に使用して問題を起こさない
ＰＤＦファイルを作成するソフトウェア。

3. Color Management and Quality Control
MASTERWORK MK420MINI Full Automatic
Sheet Inspection Machine：
中国最大手のダイカ ト ホ トスタンピング中国最大手のダイカット・ホットスタンピング
機器のメーカー。 MK420MINIはCCDカメラに+
よりダイカットした紙器を自動検査する装置。
価格は約３０万ドル 印刷及びフォイルなど価格は約３０万ドル。 印刷及びフォイルなど
の検査も同時にできる。
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４．Variable, Transactional and Multi-Channel
Ricoh Critical Communications Solutions Suite： メーリングにおける内容の検

査などを行う もともとは大規模 グ ウ 利 を想定され 開査などを行うシステムで、もともとは大規模メーリングハウスでの利用を想定されて開
発されたものを、より規模の小さいメーリングハウスやインプラントで活用しやすいよう
にしたシステム。

５．Pressroom: Analog Presses
Mark Andy Performance Series flexo printing presses：
版替えなどの作業を効率化したフレキソ印刷機版替えなどの作業を効率化したフレキソ印刷機。
主にラベル、軟包装などに使われる。
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６ Pressroom: Digital Presses

注目の製品（Must See’ems)

６．Pressroom: Digital Presses
Allen Datagraph Systems, Inc. - AXXIS HS Digital Label System
小型のデジタルラベル印刷機とカッターを連動したシステム。 印刷ユニットは沖電

気のＬＥＤトナープリンターで カッターはイラストレーターで切り抜く形状を指定するこ気のＬＥＤトナープリンターで、カッターはイラストレーターで切り抜く形状を指定するこ
とで抜型の作成が不要。価格3.5万ドル。
既に35台出荷。

６．Pressroom: Digital Presses
Fujifilm North America Corporation – Graphium
英国で開発されたシステムで、フレキソ印刷英国で開発されたシステムで、フレキソ印刷

ユニットとインクジェット印字ユニットが一体化
されワンパスでラベル、シール、パッケージなど
の作成が可能。 デジタル部は特殊開発した
白インキが遮光性に優れ高品質の印刷が可能。

７．Pressroom: Wide-Format
EFI - EFI VUTEk GS-TF System
熱成型インキ（Thermo Forming)で、
ＥＦＩラージフォーマットプリンターと、熱成型対応インキで
プ たも を熱成型 も印刷割れが生じなプリントしたものを熱成型しても印刷割れが生じない
システム。これによりデジタルプリンターによる
パーソナライズした立体成型製品も可能となる。

7



Japan Federation of Printing Industries注目の製品（Must See’ems)

８．Postpress and In-line Finishing
MGI Digital Graphic Technology - JETvarnish 3D Twin w/iFoil
デジタルでニス引きや 盛上げ印刷を行うだけでなく 箔の転写も可能なシステムデジタルでニス引きや、盛上げ印刷を行うだけでなく、箔の転写も可能なシステム。

価格45万ドル程度。 すでに35台が出荷されている。

９ Imprinting, Mailing, Shipping and Fulfillment９．Imprinting, Mailing, Shipping and Fulfillment
Printware LLC - iJetPress Digital Inkjet Printer with iJetColor Workflow

Memjet方式を活用した小型のインクジェットプリンター
で、封筒やシートの印刷を行う。 価格はハード、、封筒やシ 印刷を行う。 価格は 、
ソフト、設置込みで2万ドル。 ヘッドの耐久性は
15－20万枚程度。 すでに50台の実績あり。
（Memjetを使ったプリンターは、既に1000台くらいj
出荷されている）
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１０．Management Systems
EFI - EFI Complete Integrated Workflow for Inkjet

VUTEKプリンターとFieryRIPを統合し、コスト計算、ジョブ管理、ワークフローなどを
行う。

１１．The Future of Print: Technology Demonstrations
AccuZIP Inc. - AccuTrace with LIVINGMAIL
米国ではIMBC(Intelligent Mail Bar Code)

と呼ばれるシステムが2013年から導入されて
おり 郵便局が郵送物を受け取 た時とおり、郵便局が郵送物を受け取った時と、
配達した時にこれを読み取り、そのステータスを
発送者に提供している。
このシステムは その送付ステ タスに応じてこのシステムは、その送付ステータスに応じて
メール、テキストメッセージ、自動電話などで
顧客にその案内や、その他の情報提供を行う。
またQRコードを付けることにより 顧客がそれをまたQRコードを付けることにより、顧客がそれを
スマートフォンで読み取ると、郵送物を補足する
情報などを提供することも可能。
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Print13考察Print13考察

・Print2009と2013でオフセット印刷機の出展が激減。 米国での印刷機離れの激しさ。
（リーマン以降の需要の大幅減や、M&A、倒産により印刷機の過剰感が強い）（リ ン以降の需要の大幅減や、M&A、倒産により印刷機の過剰感が強い）

・ラベル・パッケージが有望市場とされ、関連製品が多数出展されているが、皆で同じ市
場に入ろうとすると結局共倒れになるのでは？

・付加価値印刷（HiFiカラー、特殊ニス、フォイルなど）で通常の４Cで表現できないものを

提供し印刷の差別化を図る事を勧める意見がセミナーなどでよく聞かれた。ボリュームが
減る中で付加価値印刷により単価アップを図ろうとする展示が多く見受けられた。

・プリントのデジタル化に続き、後工程のデジタル化も進んできた。 製本、レーザーカッ
タ デジタ 後 など 全 デジタ が き渡 きター、デジタル後加工システムなど、全ての面でデジタルが行き渡ってきており、小ロット
製造の対応が整ってきた。

デジタルプレスやデジタル後加工での技術開発が進み デジタルでできることが広が・デジタルプレスやデジタル後加工での技術開発が進み、デジタルでできることが広がっ
てきているが、これを理解してクライアントに提案できるデザイナー、プランナーが充分に
いるのか？ 印刷会社がそのようなデザイナーを自社で育成したり、広告代理店やデザ
イン会社とアライアンスを組んでそこに自社が提供できる製品 技術を教育し 顧客へのイン会社とアライアンスを組んでそこに自社が提供できる製品・技術を教育し、顧客への
提案に反映してもらえるように働きかけることが必要になってくるのでは？
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Ｐｒｉｎｔ１３ Ｓｅｍｉｎａｒ
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Executive Outlook 2013Executive Outlook 2013

Print13開催前日に行われた総合的なセミナー。 130名以上が参加。
以下のセッションが行われた以下のセッションが行われた。
1. The Economy and Print

米国のマクロ経済動向。2014年は景気動向に陰るが15－17年は回復。
2 The Importance of “Brand” to you Printing Company2. The Importance of Brand  to you Printing Company

印刷会社にとってのブランド構築の重要性。
3. M&A: What Works and What Doesn’t

M&Aの形態、なぜ行うのか、実施における注意点など。M&Aの形態、なぜ行うのか、実施における注意点など。
4. Engaging Print

顧客を引き付ける付加価値印刷や新しい技術の紹介
5. Rounding the Wheel….Getting Your Technology Rightg g gy g

革新的な製品・サービスを生み出すためのプラットフォーム
6. Rethinking Technology

新しい技術をどう取り込むか
7. Functional Printing  - What is it and Why Should I Care?

機能性印刷としてのプリンティッド・エレクトロニクスと3d Printingの紹介。
8. Constructing a Census of Production Color

カ ネ ジカラーマネージメント
9. Beating the Odds:  Finding New Opportunities in the Printing Industry

ケーススタディー Sundance Marketing Solutions 13
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F t f P i t

Future of Print

Future of Print
Frank Romano
RIT名誉教授

・一人あたりの印刷物消費量は1987年から
1999年までは500ドルを超えていたが、
2011年には267 47ドルとなり 2020年には2011年には267.47ドルとなり、2020年には
190.53ドルに落ち込むとみられている。

・印刷の出荷額は2011-2021で微増 情報メディア印刷の出荷額は2011-2021で微増。情報メディア
は4％のマイナス。パッケージ・ラベルなどは3％
増、マーケティングは2％増。

・出荷額の内訳では73％が通常印刷で、デジタル
が14％、周辺サービスは13％となっている。

・消費者物価と比べて、印刷単価の伸びは低い。

消費者物価指数

印刷単価 14
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・世代ごとのメディア利用を見ても書籍はまだ健闘
しているが、将来の不安はあり。

大きく影響を受けているのは新聞で、部数減、広告
収入の大幅減と危機的な状況。

・印刷は3.9兆ページ分がネットやモバイルによって
失われ る うち が新聞失われている。このうちの47％が新聞。
雑誌、カタログが15％でそれに続く。

アナログペ ジは2009年から2014年の間に年平・アナログページは2009年から2014年の間に年平
均4.3％減で、2014年には8.08兆ページ、デジタル
ページは9％増で0.33兆ページ。

書籍 ノートPC
スマホ タブレット
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・2011年には広告・デザイン分野の従業員数が印刷産
業の従業員数を越した。

・電子メディアの影響を受けやすいものは、アニュアル
レポートが最も顕著で、DMが一番影響を受けにくい。

（図の赤い部分は電子メディアの影響を強く受けている
を表 緑 響が軽ことを表し、緑はその影響が軽微で

あることを表す）

アニュアルレポート
ジャーナル

新聞新聞
書籍

カタログ
ディレクトリー

雑誌雑誌
クーポン

パンフ、チラシ
ステートメントステ トメント

DM
16
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・2015年ごろには、ほぼすべての印刷会社がデジタ
ル印刷を導入。

・印刷ロットは小ロット化が進み、2020年にはジョブ
の53％が2000枚以下となる。

・グラビア： 出版はオフ、パッケージはフレキソ
オフ： パッケージはフレキソ、販促物はデジタル
フレキソ： 一部のパッケージがデジタル

ロット 枚数 2000年 2010年 2020年

小

1 8 15 19
2‐500 17 18 18小 2 500 17 18 18
501‐2,000 14 15 16

中
2,001‐5,000 13 14 15
5,001‐10,000 10 8 7
10 001 50 000 11 8 6

大

10,001‐50,000 11 8 6
50,001‐250,000 11 9 8
250,001‐750,000 7 6 5
750,001‐ 9 7 6

赤： 出版 黄： パッケージ
青： 販促物 黒： その他 17
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デジタルプレス（輪転）の進捗
・デジタルプレス（輪転）の利用分野では
トランザクション、DMが中心で、それに書籍
が続く 新聞での活用は限定的

0

50

100

150

200が続く。新聞での活用は限定的。

・インクジェット技術のトレンドは
シングルパス 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

トランザクション 164 185 205 216 236 255 259

DM 121 151 173 198 212 234 231

書籍 78 96 91 99 106 112 117

新聞 3 2 4 5 5 5 6

0-シングルパス
-バリアブルドットサイズ
-ワードフォーマット
B2枚葉 新聞 3 2 4 5 5 5 6

その他 29 28 42 53 66 71 71
-B2枚葉
-インクの環境対応

・Frank Romanoの将来予想Frank Romanoの将来予想
-2050年にはインクジェットがオフセットを
超える。

-デジタルでもトナーは今後頭打ち。デジタルでもトナ は今後頭打ち。

18



Japan Federation of Printing Industries
米国の印刷業界動向

印刷関連出荷額の推移 日米比較
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印刷関連企業数の推移 日米比較
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Japan Federation of Printing Industries米国の印刷業界動向

2012年Top10 2002年Top10

米国印刷会社Top 10の変遷 － ダイナミックな変化

順位 会社 $M 順位 会社 $M

1 R.R.Donnelley 11,611 1 Quebecor 6,300 倒産 2010年にQuadが買
収

2 Quad Graphics 4,325 2 R.R.Donnelley 5,298

3 Valassis 2,236 3 Moore 2,200 2003年にDonnelleyが買収

4 TC Transcontinental 2,054 4 Mail‐Well 1,900 Cenveoに名称変更

5 Cenveo 1,909 5 Vertis 1,851 倒産 2012年にQuad買収

6 Deluxe 1,417 6 Quad Graphics 1,800

7 Consolidated 1 045 7 Wallace 1 546 2003年にDonnelleyが買収7 Consolidated
Graphics

1,045 7 Wallace 1,546 2003年にDonnelleyが買収

8 Vista Print 1,020 8 Banta 1,458 2006年にDonnelleyが買収

9 Multi‐Color Corp 675 9 Standard Register 1,196p g ,

10 Standard Register 648 10 TC Transcontinental 1,123

・2002年の10社のうち5社が買収されている
2012年に新規に上位10社に入 た中で 2002年に20位以内に入 ていたのは・2012年に新規に上位10社に入った中で、2002年に20位以内に入っていたのは

Valassisの12位、Transcontinentalの15位の2社のみ。
・1位と10位の差を見ると2012年は規模の差がさらに広がっている。 21
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3D Printing

3D Printing

3D Printing

Julie Shaffer, VP Digital Technology, PIA
・米国でも3D Printerは旬なトピック・米国でも3D Printerは旬なトピック
・半官半民のNAMII(National Additive Manufacturing Innovation Institutes)
がオハイオ州ヤングスタウンに設立される。
・3D Printingという名称は不適切？ 本来はAdditive3D Printingという名称は不適切？ 本来はAdditive 
ManufacturingあるいはRapid Prototypingと呼ばれていた。
・この技術自体は20年以上も前からあり、プロトタイプつくり
には既に以前から使われていた。には既に以前から使われて た。
・消費者向け 3D Printerは、現在急激に
関心が高まり過剰期待の状態にあるのに
対し、業務用のものは既にそのような段階
をこして着実な成長期に入っている。
・ 3D Printerには各種の技術があり、
それによって異なった素材を取り扱える
ことから、プロトタイプ以外に最終製品
を作ることも可能となっている。
・プリンターだけでなく、CADソフト、３D
キ ナ オ イ ケ トプスキャナー、オンラインマーケットプレース

などの環境がさらに整ってきている。
22
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オ プ

3D Printing

・3D Printerのオンラインマーケットプレース
3次元データの販売 （ http://3dlt.com/）
無償3次元データダウンロードサイト（ https://www.thingiverse.com/）
各種情報提供サイト（ htt // h /）各種情報提供サイト（ http://shapeway.com/）

・3次元モデル作成サービスの出現
大手流通（Staples OfficeDepo）や物流会社（UPS)・大手流通（Staples、OfficeDepo）や物流会社（UPS)
などが出力サービスを一部の店舗で開始。
http://www.forbes.com/sites/rakeshsharma/2013/10/04/staples-office-depot-
and 3d printing/and-3d-printing/
（日本でも東京リスマチックが出力サービス提供、ヤマト運輸がクロネコ３Dフィ
ギャーサービスを試験的に実施）

・出力サービスを始めるのに必要なもの
－必要な人員： 最低2名（1人はCADの知識が必要）
－プロジェクトマネージャー1名、そのほか営業をどうするか。。。プ ジ クトマネ ジャ 1名、そのほか営業をどうするか。。。
－3D Printer($1000-6000)  材料（ABSなどで$500程度から）
－CADソフト（フリーウェア から $2000） コンピューター（$3000）
－3Dスキャナー（最低$1500以上）
－CAD要員（年＄35000以上）
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・市場分野
－メディカル －宝飾・アートメディカル
－建築
－軍需
－自動車

宝飾 ア ト
－衣料
－プロモーション
－エンジニアリング自動車 ンジ アリング

・ビジネスの形態
出力センタ－出力センター

－オンラインマーケットプレース
－パーソナライズ製品の提供
－特定の製品製造－特定の製品製造
これらの活動において、関連する印刷受注の可能性が生まれてくる。
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Predictive Analysis（予測分析）
Dr. John Leininger, 

Dept of Graphic Communication ,Clemson University

Predictive Analysisとは顧客の購買動向をデータから分析する手法。

話悪い話：
・適切な人材がいないかもしれない
・設備やソフトを購入すればすぐ使えるものではない
決まりき たやり方で済むものでもない・決まりきったやり方で済むものでもない
・顧客が、そのようなものを求めているにも
かかわらず提供できなければ、誰かがその
顧客をさらっていく顧客をさらっていく

よい話：
・非常に高度な技術というわけではない・非常に高度な技術というわけではない
・分析ツールを活用するのにはあまり時間は
かからない

・Google Analyticsは無償で使える（知識と

25

Google Analyticsは無償で使える（知識と
経験を積むには時間とお金がかかるが）

・関連するリソース（情報）は多数ある
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・予測分析は、思い込みや推測を無くすことができる
－クーポンのヘビーユーザーは新しい技術に飛びつきやすい
－カーデニングの好きな人は、宗教関係の寄付に応じやすいカ デ ングの好きな人は、宗教関係の寄付に応じやすい
－スポーツイベントをペイパービューで見る人は株式、生命保険、その他高額の投
資をあまりしない

・導入への3つのオプション
－自社で独自の開発を行う
－製品・サービスをベンダーから購入（XMPie, MindFire, Bitly, QRStuff, USAData, 

AccuData,PeachTreeData, New Loyaltyなど）
－Google Analyticsの活用

析 グ・予測分析のためのトレーニング
－オンラインリソースや書籍が多数あり
－E-Norが2日間のワークショップを提供

ンサルタント トレ ナ の活用－コンサルタント・トレーナーの活用

・必要な人材
IT要員
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－IT要員
－分析項目の設計を行う人材
－データの分析を行う人材
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・参考資料
－このほか主要ベンダーの出している白書
（white paper)なども参考となる（white paper)なども参考となる

・Big Dataと予測分析
－ニューヨークタイムズの記事ニュ ヨ クタイムズの記事

http://bit.ly/target-prediction
－ボストンでの道路修繕

http://bit.ly/Boston PHhttp://bit.ly/Boston_PH

・印刷会社にとってのビジネスチャンス
－BIG Dataの分析手法で 小規模のデータのBIG Dataの分析手法で、小規模のデ タの

分析を行う。
－データ分析の経験が乏しければRFM分析から
始める。始める。
Recency（もっとも最近に購入した時期）、
Frequency（購入頻度）、
Monetary Value（購入金額）からの分析を行う。
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y 額

・その他の参考資料
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ご清聴ありがとうございました
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